
令和5年3月定例会

令和5年度当初予算（案）総括



未来の発展に向けて、多様な担い手が活躍できる

魅力的なまちをめざします

奈良市の未来を担う子育て世代や若者への支援を行うとともに、

「新たな価値や変革」で社会課題を解決する取り組みに重点を置き、編成しました。

一般会計：1,499 億 8,000 万円（対前年度比＋8.2％）

全会計：2,601億1,870万円（対前年度比＋4.4％）



各会計の予算規模と予算規模の推移

会計名 令和５年度 令和４年度 増減 増減率

一般会計 149,980,000 138,620,000 ＋11,360,000 ＋8.2％

特別会計 82,334,500 80,692,500 ＋1,642,000 ＋2.0％

企業会計 27,804,200 29,798,500 △1,994,300 △6.7％

合計 260,118,700 249,111,000 ＋11,007,700 ＋4.4％

予算規模の推移

令和５年度の一般会計予算案は、

前年度と比較して113億6,000万円、

8.2％の増となりました

（単位：千円）



市債残高の推移～毎年着実に減少～

市債残高については、将来世代の負担を軽減できるよう、着実な減少に努めています。特に、後

年度に地方交付税として国から全額措置される臨時財政対策債を除いた「実質的な市の借金」は

10年間で546億円の減となる見込みです。


